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桐蔭横浜大学 スポーツ科学部

学部長 教授 佐藤 豊

九州体育・保健体育ネットワーク研究会

https://kyushunet.com/?from=m

令和７年度 第４６回沖縄県学校体育研究発表大会

「12年間の系統性を踏まえた体育科・保健体
育科の授業」

1.よりよい授業づくりに向けて
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教師に求められる授業における実践的指導力

授業設計力 授業実践力 分析・省察力

○学習指導要領
理解と解釈

○年間指導計画
総説・教育理念

○単元構造図
・指導内容の特定
・評価規準の設定
・学習過程と内容

○教材開発力
○学習指導案

○基本的教授技術

発声、視線、表情
指示、説明、板書
巡回指導、安全管理
マネージメント

○内容的教授技術
発問・応答、称賛・受
理、師範技術、適切な
教材の選択、授業展開
力、危機対応

○量的データの記録法
期間記録、相互作用
○授業分析力
ビデオ分析
学習指導案からの
リフレクション
○内省的思考力
自身の課題と解決策
の具体的方略の立案

実践的指導力の分析
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評価規準
学びの姿、評
価方法等

年間指導計画

単元の指導と評価の計画

教材・教具の開発(主体的・対話的で深い学び)

効果的・効率的な学習評価

①目標、
内容、取
り扱い

②指導
内容の
重点化

④教
材開発

⑤学
習評価

学習指導要領(解説)

③単
元構造
図

授業づくりのチェックポイント

• 学習指導要領～学習評価まで

• 基礎的条件と内容的条件

• 学習過程の逆向き設計

• カリキュラム・マネージメント

• 指導内容は技能のみでなく、態度、思考・判
断がある。指導すべきは、それらのもととなる
知識。

• 評価は、表出する姿を観察、記述や言語から
。
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よい体育授業の二重構造

基礎的条件

（周辺的条件）

マネジメント

学習規律

肯定的人間関係

情緒的開放

内容的条件

（中心的条件）

明確な学習目標

興味を引く内容

教材・場づくり

教師の指導性

学習者の行動

高橋健夫先生資料より
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観点別評価に対するディスカッション

(297) Number9（桐蔭学園）⑦ICTを利用して「運動ができればOK」を乗りこえる体育
科の事例集（桐蔭横浜大学） - YouTube
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2. Society 5.0の中の教育の変化

11

12
文部科学省第20回OECD/Japanセミナー/2030年に向けた日本の教育政策について(2018)
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教育の方向性を日本という特異性を加味して俯瞰してみる。
不易と流行から

13

ソサエティ5.0 学びの羅針盤 アクティブ・ラーニング

持続可能性、多様性、共生
文化、文明の変遷

日本の独自性

Y.Sato 2024
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15

16

OECD ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030

生徒エージェンシー／共同エージェンシー
見通し（Anticipation）、行動（Action）、振り返り
（Reflection）のAAR サイクル

文部科学省第20回OECD/Japanセミナー/2030年に向けた日本の教育政策について(2018)
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17

OECD ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030

生徒エージェンシー／共同エージェンシー
見通し（Anticipation）、行動（Action）、振り返り
（Reflection）のAAR サイクル

文部科学省第20回OECD/Japanセミナー/2030年に向けた日本の教育政策について(2018)

エモーショナルスキル
Emotional Skill

SOCIAL & 
EMOTIONAL 
LEARNING

自己認識

関係性スキル
（自己・他者との関係性において）

セルフマネージメント
（自己制御）

Self-Management

Self-Awareness

ソーシャルスキル
Social Skill

社会的な認識

責任ある意思決定

Responsible

Decision-Making

Social-Awareness

Relationship Skill

◆ 自身の感情の把握
◆ 自身の先入観への正
確な気付き

◆ 強み・弱みの自己認
識

◆ 自信
◆ 自己効力感（自分が
達成できるという信
念）

◆ ストレスとうまく付
き合う

◆ 欲求をコントロール
◆ 自身を動機付けられ
る

◆ 自制力、自己鍛錬
◆ 自身の動機付け
◆ 目標設定

◆ 他者の立場に立って考えられ
る

◆ 共感
◆ 多様性への理解・尊重
◆ 他者へのリスペクト

◆ コミュニケーション
◆ チームワーク
◆ 社会との関わり
◆ 関係性の構築

◆ 問題・課題の認識
◆ 状況分析
◆ 問題解決

◆ 評価
◆ 省察
◆ 倫理的責任

非認知能力
Non-Cognitive Domain

≪社会性≫
協力・協働、共生、責任、参画

≪価値観 / 信条≫
道徳心、倫理観、公正、安全

OECD (2019) Learning Compass 2030

UNESCO (2015)  Quality Physical Education
CASEL (2017) Collaborative for Academic, Social, 
And Emotional Learning 
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第1回「体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ」

桐蔭横浜大学 佐藤豊

<改訂に向けた基本的な考え方>

①「主体的・対話的で深い学び」の実装
②多様性の包摂
③実現可能性の確保

自らの人生を舵取
りする力（興味・

関心）
民主的持続可能な
社会での創り手

体育科・保健体育科は、学校教育として何を保証、貢献するのか。
① 健康で生き生きとした人生を送る基盤づくり・・様々なスキルの育成
② 運動やスポーツとの多様な関わり方を通した「生きがい、自己実現」
としての豊かなスポーツとのつながり(文化としてスポーツを享受できる力)

=ライフワークバランスをとり、人と関わり自分らしくいきいきと紡ぐ人生

運動やスポーツが
有する楽しさ、多
様な価値や意義(内
在的価値)と利益(外
在的価値)がある

知・徳・体(教育基本法)

心と体は相関している

非認知能力の重要性
公正、協力、責任、参画、共生 ETC

①教育の共通性と教科
の独自の学びのバランス
②保健と体育の往還
③現行要領の分析的省察

(内容の体系化及び各
校種の成果と課題)

個人と社会の
ウェルビーイ
ングの実現

〇見方・考え方への柱(体育) 〇中核となる概念検討の柱 〇ワーキングの視点

改定時の検討の視点

①「シーケンス(縦)」の視点
バックワード・デザインでの検討

生涯にわたる多様で豊かなスポーツライフ(ゴールはどこか?)

・学校(幼～大学)、卒業後のライフステージ、スタイルからみた

初等中等教育(12年間)の系統性と期間目標(444)

・2年間ごとの知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間性等

の重点とバランス

②「スコープ(横)」の視点
・カリキュラム・マネジメント・・授業、保体連携、教化外(教科で指導すること)

      ・発達の段階に応じた指導目標、内容の重点化
・校種ごとの独自性と特徴

小)  全教科の指導・・体育学習コーディネーター(専科制の検討)
                                                       体育分野を含む電子教科書、教材等の充実の検討)

中)  中1ギャップ、科学的理解の概念化、部活動地域展開による授業の重要度
高)共通性と多様性・・卒業時に身に着けたい資質・能力(技能中心指導でよいか)

・指導の接続、全ての子供に対する配慮、ICT活用(センシング等の安全対策を含む)
・領域の独自性(各領域を学ぶ意味)と統合(資質・能力の育成)のイメージの共有

指導の基準と実際の往還による検討(演繹と帰納)
・答申を踏まえること
・学習状況調査等の公表された
成果と課題を踏まえること
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体育科(運動領域)・保健体育科(体育分野)の内容検討経過
から見た成果と課題

平成20年 健やかな体を育む教育の在り方に関する専門部会

「全ての子どもに身につけさせたいミニマムとは?」

①身体能力、②態度、③知識、思考力・判断力として整理

平成20,21年 学習指導要領改訂

・専門部会答申を受けて、校種のゴールイメージと指導内容の検討

・12年間の体系化(校種の接続、系統性(縦)と領域(横)のつながりを整理

・内容の明確化(評価規準の参考としての例示を示す)

平成23.24年 評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料

平成25年 学習指導要領実施状況調査

・体ほぐし運動の目的の理解、動きの理解(小)、武道・ダンス、器械運動(中)

平成29-31年 学習指導要領改訂

・評価の観点の変更(教科の共通性→資質・能力育成)

・思考力、判断力、表現力等、 学びに向かう力、人間性等の例示

・態度(共生の指導内容等の充実)と資質・能力育成のバランス重視

令和2年 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

令和4年 学習指導要領実施状況調査

・態度指導の充実、体ほぐし運動の目的理解

「身体能力」、「態度」、「知識、思考・判断」の関係図

知識
（わかる）

身体能力
（できる）

生涯にわたる豊かなスポーツライフの継続
～生涯にわたって運動やスポーツに親しむために～

① 基礎的な身体能力

②運動やスポーツに親しむための身体能力

態度
（身に付く）

合理的・意欲的な運動実践（経験）
ミニマム

思考力・判断力
（活用する）

１）体の動かし方、運動やスポーツの行い方に関する知識

２）運動やスポーツにおける体力、健康・安全に関する知識

３）運動やスポーツの実践につながる態度に関する知識

４）生涯スポーツの設計に関する知識

1)健康の保持増進や身体能力の向上させていくことに
意欲をもつ態度

2)フェアーにプレイすることに意欲をもつ態度

3)協力することに意欲をもつ態度

4)安全に運動やスポーツをする意欲をもつ態度

ｲﾒｰｼﾞ図①

出典:健やかな体を育む教育の在り方に関する専門部会
体育分野ワーキンググループにおける審議検討について(平成20年3月11日(参考イメージ図))
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35

知識・
技能

する、みる、支える、知る
ための知識

技術的知識
(構造化)

態度の知識
(守る)公正、責任、健康

・安全
(創る)協力、参画、共生

運動・健康への愛好的・価値的態度

思考・判断・表現

(即時、論理的)

思考・判
断・表現

学びに
向かう
力・人
間性等

個人と社会のウェルビーイン
グの実現

  知識を重点とした教科と技能を重点とした教科の評価の観点の違いイメージ(未定稿)

2025   教科全体の 体育における
資質・能力育成モデル 資質・能力育成モデル

態度のスキル

運動の技能

*具体的指導事項として態度形成につながる知識を

指導し、スキルとして育てることで、愛好的態度の醸
成につなげる。運動の知識・技能、態度の知識・技能
として整理する。

3.体育科・保健体育科は何を教えるのか?

36
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37

教科の見方・考え方(体育)
各種の運動やスポーツが有する楽しさや
喜び及び関連して高まる体力などの視点
から，自己の適性等に応じた多様な関わ
り方を見いだすことができるようになること
が，体育分野での学習と社会をつなぐ上
で重要なものである。

する、みる、支える、知るなどの
多様な楽しみ方

体育学習の「わかる」と「できる」 2015,SATO

Imput（情報の入力） Output（情報の出力）

特性、体力、
体育理論等 指摘する、説明

する、選択する

コツや高め方

公正、協力
、責任等

運動の
技能

フェアプレイ、協
力、合意形成、
危機回避、

思考・判断

知識 3つの出力(表現)

特
性
に
応
じ
て
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う

技能

態度

上記以
外の知
識

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ

学習したことの意義や価値を実感できるようにする(ア)
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38



20Ｙ．Ｓａｔｏ

39

具体的な知識と汎用的な知識を関連させて理解できるようにするとと
もに，運動の行い方や健康・安全の確保の仕方などの科学的知識を基
に運動の技能を身に付けたり，運動の技能を身に付けることでその理
解を一層深めたりするなど知識と技能を関連させて学習できるように
することが大切である。
また，各領域の指導においては，体育理論の「する，みる，支える，
知る」などの運動やスポーツへの多様な関わり方などや，体つくり運
動の運動を継続する意義などの汎用的な知識とも関連を図ることが重
要である。

2017中学校保健体育解説 p37

具体的知識

方法的知識

概念的知識
勘や直感，経
験に基づく知
恵などの暗黙
知を含む概念

運動の実践及び生涯
スポーツにつながる
概念や法則などの汎
用的な知識等

40

課題を選ぶ、見つける

具体知を、局面(準備、
主要、終末)で示した例

練習方法を選
ぶ、見つける

概念知
教師の視点

マット運動
回転系
接点技群

順次接地
回転力

方法知(改善の方法)
順次接地・・ゆりかご
回転力・・斜めの場、サポートでの

加速、突き放し
局面修正・・相互観察、ICT

教師の声
掛け

局面・全
体の流れ

「ゆりかご」で

「背中が滑らかに
ついているか」を
確認してみよう

何を教えるのか(概念)
どのように(方法)

何が身に付くのか(具体)

桐蔭横浜大学 佐藤豊 2017
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楽しさや喜び

楽しさ・・・体を動かす心地よさ

喜び・・・運動特性に触れる喜び

低学年・・各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その
基本的な動きを身に付け → 楽しさに触れ
中学年・・各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その
基本的な動きや技能を身に付け→ 楽しさや喜びに触れ
高学年・・・各種の運動の楽しさや喜びを味わうことができる
ようにするとともに， その特性に応じた基本的な技能を身に
付け， →楽しさや喜びを味わい

中学校 「運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにす
る」とは，それぞれの運動が有する特性や魅力に応じて，
運動を楽しんだり，その運動のもつ特性や魅力に触れたり
すること

楽しさを深く味わうために

自己実現

二次的欲求

（承認、賞賛、
他者比較）

本能的欲求（食、睡
眠、性etc）

体を動かすことが楽しい

勝ちたい、よい成績を収めたい

納得したい、理想を追いたい

気持
ちい
い

好き
だ

愛し
てる
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43

人間形成から見た
スポーツの価値

わくわく、どきどき、楽
しむ、挑戦する力

生きがい
QOLにつな
がる価値

規範性、公平性 道徳性
ルール遵守 マナー

(健康・安全の確保)

多様性、社会参画、問題
解決、創造、合意形成

(協力、参画、共生)

内在的

外在的

社会を守る
力

よりよい社会
をつくる

スポーツで
育てたい態
度の検討

44

技術的知識
(クローズ系、オープン系)

(構造化)

態度の知識
(守る)公正、責任、健康・安全

(創る)協力、参画、共生

運動・健康への愛好的・価値的態度

思考・判断・表現

(即時、論理的)

個人と社会のウェルビーイングの実現

体育における内容及び学習評価対応イメージ案(佐藤)

単元で育成可能
な
態度

単元で育成可能

な運動の技能

する、みる、支える、知る
ための知識

学びに向か
う力・人間

性等

知識 技能

運
動
領
域

単
元
レ
ベ
ル

理論

カリキュラムマネ
ジメント
(成果の統合)

単
元
の

積
み
重
ね
と
内
容
の
深
化

非認知
能力の
汎用化

身体表
現力の
汎用化

課題解
決能力
の汎用
化

多
様
で
豊
か
な
ス
ポ
|

ツ
ラ
イ
フ
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体育科・保健体育科の学習指導要領

小 学 校 中 学 校 高等学校

運 動
領域等

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 １年生 ２年生 ３年生 入学年次 次の年次 それ以降

体つくりの運動遊び 体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動

器械・器具を
使っての運動遊び

器械運動 器械運動 器械運動 器械運動 器械運動

走・跳の運動遊び 走・跳の運動 陸上運動 陸上競技 陸上競技 陸上競技

水遊び 水泳運動 水泳運動 水 泳 水 泳 水 泳

表現リズム遊び 表現運動 表現運動 ダンス ダンス ダンス

ゲーム ゲーム ボール運動 球 技 球 技 球 技

武 道 武 道 武 道

体育理論 体育理論

保 健
領域等 保 健 保 健 保 健

年間授業
時数等

１０２
時間

１０５
時間

１０５
時間

１０５
時間

９０
時間

９０
時間

１０５
時間

１０５
時間

１０５
時間

必修 選択

◆体育科・保健体育科では、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ
イフを実現するための資質・能力を育成

◆小学校から高等学校までの12年間の系統性、発達の段階を踏まえて、４年ごとのまとまりで指導内容を体系化

◆小学校から高等学校まで、体育科・保健体育科の授業を週３日程度実施

各種の運動の基礎を培う時期 多くの領域の学習を経験する時期
卒業後も運動やスポーツに多様な形で
関わることができるようにする時期

体育 ３年間で７~８単位

保健１単位 保健１単位

ス
コ
ー
プ

シーケンス

それぞれの領域の意味とつながり

①心身相関、高め方を学ぶ重要領域

②必要性を学ぶ重要領域
③健康の重要性を学ぶ重要領域

④主に、クローズド・スキル系(実現、達成)

⑤主に、オープン・スキル系(競争、協同)

公正
協力
責任
参画
共生

健
康
・
安
全

幅跳び遊び

固定施設を使った
運動遊び

鉄棒運動

器械運動

低学年

中学年

高学年

中1.2

中3高1

高2.3

各種の運動の基礎を培う時期

多くの領域の学習を経験する時期

卒業後も運動やスポーツに多様な形で
関わることができるようにする時期 体格の変化と技の選択

器械運動系授業を通して学ばせたい汎用的能力 Y.SATO

いずれかを
選択

ふとん干しなど またぎ乗りなど

マットを使った
運動遊び

登る、渡る、跳び下りる

マット運動 跳び箱運動

平均立ち群 回転系切り返し系回転系・巧技系 支持系

器械・器具を使っての運動遊び

器械・器具を使っての運動

回転系

組み合わせ

平均台運動
器械運動

発展

自己に適した選択 美しさ・難易度

演技構成し発表する楽しさ

鉄棒を使った
運動遊び

跳び箱を使った
運動遊び

ジャングルジム、雲梯、登
り棒、肋木、平均台

転がる、反らす 揺れる、回る 踏み切る、支持する

巧技系

鉄棒運動マット運動 跳び箱運動

支持系 回転系切り返し系

発展 発展

背中を順々につけて回る

回転力を高める

支える・突き放す

反転するタイミング

バランスをとる

復元する動き 鉄棒運動 跳び箱運動

鉄棒運動マット運動 跳び箱運動 平均台運動

ゆりかご、前転がりなど

変化滑らか

安定滑らか

変化 発展

演技構成

安定滑らか

変化 発展

演技構成

安定滑らか

変化 発展

演技構成

安定滑らか

変化 発展

類似

基本

発展

組合せ

構成

発展 組み合わせ
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新学社 ワンダフルスポーツ 2019～版原稿より

コンテンツ・
マップ

思考・判断

技能
（できる）

知識
（わかる）

態度

48

知識

（わかる）

技能
（できる）

生涯にわたる

多様なスポーツライフ

の継続

かかわる

工夫

育成の重点の変化モデルの検討(4.4.4に応じて)

動き

楽しむ
態度
(できる)

できる

する・みる・支える・知る

思考・判断

体を動かす楽しさを味わう

領域の特性を味わう

スポーツと多様に関わる

生涯にわたる

運動実践
生涯にわたる

運動実践の基礎

小学校４年 中学校２年
高校３年

*発達の段階に応じた育成モデル(外発→内発、単純→構造的、スパイラル、校種の教育文化)などの視点も必要。

？ ？
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